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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第１四半期連結
累計期間

第45期
第１四半期連結
累計期間

第44期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 6,739 6,603 30,352

経常利益（百万円） 66 154 2,649

四半期(当期)純利益又は四半期純

損失（△）（百万円）
△504 60 746

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△483 81 708

純資産額（百万円） 14,757 15,219 15,543

総資産額（百万円） 24,592 25,683 26,324

１株当たり四半期(当期)純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金

額（△）（円）

△30.64 3.75 45.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 3.74 45.68

自己資本比率（％） 60.0 59.2 59.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,141 △539 749

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△144 △206 △1,444

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△780 △368 △1,261

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
11,501 10,474 11,585

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第44期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。　

４．第44期第1四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在（平成23年８月10日）において当社グループ（当社及び連

結子会社)が判断したものであります。

   

(１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響による生産

活動や経済活動の停滞に加え、原子力発電所事故の長期化に伴う電力供給不足等により、先行きが不透明な状況で

推移しました。

　このような状況のもと当社グループでは、更なる成長を目指し、「お客様満足の追求」「お客様の増加」「新規事

業への積極的取組み」を方針とし、営業体制の刷新、新商品の積極的販売、お客様担当制の徹底による定着推進等の

諸施策を実施いたしました。

この結果、4月以降の受注高は前年同四半期比増加傾向にあるものの、震災後の自粛ムードによって減少した３月

の受注高の影響を克服できず、当第１四半期連結累計期間の売上高は6,603百万円(前年同四半期比2.0%減)となり

ました。

利益については、広告宣伝費等販売費の効果的投入等、効率的に経費を使用した結果、販売費及び一般管理費が前

年同四半期比344百万円下回ったことにより、営業利益は122百万円(前年同四半期は５百万円)、経常利益は154百万

円(前年同四半期は66百万円）、四半期純利益は60百万円(前年同四半期は△504百万円)と前年同四半期比増益とな

りました。

　

セグメント別の売上高は以下のとおりです。

（男性向け売上高）

男性向け売上高については、3月に発売した新商品の積極的販売、足が遠のいたお客様の呼び戻し推進、販売員の

スキル向上による営業力の強化等の諸施策を実施し、受注高では前年同四半期に比べ増加しましたが、３月の受注

高減少の影響をカバーしきれず、オーダーメードかつら、サービス収入の売上高が前年同四半期を下回ったため、

4,115百万円(前年同四半期比3.0%減)となりました。

（女性向け売上高）

女性向け売上高については、3月に発売した新商品の積極的販売、販売員のスキル向上、お客様の定着推進等の諸

施策を実施し、受注高では前年同四半期に比べ増加しましたが、３月の受注高減少の影響をカバーしきれず、オー

ダーメードかつらの売上高が前年同四半期を下回ったため、2,244百万円(同4.9%減)となりました。

　

　 （２）財政状況

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ641百万円減少し、25,683百万円とな

りました。これは、法人税等の納税や配当金の支払い等を主因に現金及び預金が減少したこと等により流動資産が

643百万円減少したこと等によるものです。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ317百万円減少し、10,464百万円となり

ました。これは、退職給付引当金が増加したこと等により固定負債が108百万円増加した一方、法人税等の納税によ

り未払法人税等が減少したこと等により流動負債が425百万円減少したことによるものです。
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（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ324百万円減少し、15,219百万円となり

ました。これは、配当金の支払い等により利益剰余金が345百万円減少したこと等によるものです。

 

(３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、10,474百万円と前連結会

計年度末比1,111百万円減少しております。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況及びそれらの要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益161百万円、減価償却費176百万円、賞与引当金の増加291百万円、前受金の増加480百万

円があった一方、売上債権の増加164百万円、たな卸資産の増加123百万円、法人税等の支払1,129百万円等により、

539百万円の資金支出(前年同四半期は1,141百万円の資金支出)となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の取得による支出198百万円、無形固定資産の取得による支出25百万円等により、206百万円の資金支

出(前年同四半期は144百万円の資金支出)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　配当金の支払360百万円、リース債務返済による支出8百万円等により、368百万円の資金支出(前年同四半期は780

百万円の資金支出)となりました。

　

(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は次の

とおりです。 

　当社が企業価値の維持・向上を実現するためには、中長期的な経営戦略に基づき、商品開発力の強化、人材の育成、

グループ経営によるコスト低減、生産性向上を目指した事業展開を実施する等の種々の施策に継続的に取り組むこ

とが必要であり、また、取引先、従業員、地域住民等のステークホルダーとの信頼関係を維持していくことが不可欠

であると考えております。

　上記施策の継続的実施や取引先を始めとするステークホルダーとの信頼関係の維持が当社の株式の買付を行う者

によって中長期的に確保されない場合は、当社の企業価値、ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

　当社取締役会は、上記の施策の継続的な実施及び取引先を始めとするステークホルダーとの信頼関係の維持が確

保されない、即ち、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上に資さない当社株式の大量取得や買付提案を行

う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でないと考えています。

　現在のところ、当社の株式を大量に取得しようとする者の存在によって当社に具体的な脅威が発生している訳で

はなく、また、当社として、そのような買付者が出現した場合の具体的な取組み（いわゆる「買収防衛策」）を予め

定めるものではありません。

　しかしながら当社としましては、株主・投資家の皆様から負託されました当然の責務として、当社株式取引や株主

の異動を常に注視し、当社株式を大量に取得しようとする者が出現した場合には、直ちに当社として最も適切と判

断する措置を取るものとします。

　具体的には、社外の専門家を含めて当該買収提案の評価や株式取得者との交渉を行い、当社の企業価値・株主共同

の利益に資さない場合には、具体的な対抗措置の要否及び内容等を速やかに決定し、実行する体制を整えるものと

します。

(５）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、31百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 55,440,000

計 55,440,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,518,300 16,518,300

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 16,518,300 16,518,300 － －

（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　発行された株式数は含まれておりません。

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日

（注）　

600 16,518,300 90 2,999,745 90 2,887,245

（注）新株予約権の行使による増加であります。

　

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

272,100
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

16,243,700
162,437 －

単元未満株式
普通株式

1,900
－ －

発行済株式総数 16,517,700 － －

総株主の議決権 － 162,437 －

　

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱アートネイチャー
東京都渋谷区代々木

三丁目40番７号
272,100 － 272,100 1.64

計 － 272,100 － 272,100 1.64

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,569,495 8,457,805

売掛金 2,109,576 2,273,656

有価証券 2,016,345 2,016,642

商品及び製品 728,525 800,200

仕掛品 60,104 44,411

原材料及び貯蔵品 393,301 463,642

その他 1,018,777 1,196,194

貸倒引当金 △2,049 △2,412

流動資産合計 15,894,076 15,250,140

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,568,141 3,542,755

その他（純額） 2,430,758 2,441,353

有形固定資産合計 5,998,900 5,984,109

無形固定資産

その他 525,478 518,056

無形固定資産合計 525,478 518,056

投資その他の資産

その他 3,970,898 3,995,342

貸倒引当金 △64,550 △63,984

投資その他の資産合計 3,906,347 3,931,357

固定資産合計 10,430,726 10,433,523

資産合計 26,324,803 25,683,664
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 155,609 191,213

未払法人税等 1,212,987 165,728

前受金 3,181,339 3,662,290

賞与引当金 666,044 957,829

役員賞与引当金 100,000 25,000

商品保証引当金 37,026 41,562

ポイント引当金 37,355 55,463

その他 1,954,578 1,820,404

流動負債合計 7,344,939 6,919,491

固定負債

退職給付引当金 1,493,021 1,569,521

役員退職慰労引当金 915,943 926,548

資産除去債務 915,611 923,415

その他 111,837 125,268

固定負債合計 3,436,413 3,544,754

負債合計 10,781,352 10,464,246

純資産の部

株主資本

資本金 2,999,655 2,999,745

資本剰余金 2,887,155 2,887,245

利益剰余金 9,946,264 9,601,030

自己株式 △206,622 △206,622

株主資本合計 15,626,452 15,281,398

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,884 △1,760

為替換算調整勘定 △82,757 △63,781

その他の包括利益累計額合計 △84,642 △65,542

少数株主持分 1,639 3,561

純資産合計 15,543,450 15,219,417

負債純資産合計 26,324,803 25,683,664
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 6,739,931 6,603,746

売上原価 1,969,968 2,061,219

売上総利益 4,769,962 4,542,527

販売費及び一般管理費 4,764,497 4,420,177

営業利益 5,465 122,349

営業外収益

受取利息 9,105 28,244

投資有価証券評価益 24,585 14,081

その他 41,641 12,074

営業外収益合計 75,332 54,400

営業外費用

支払利息 505 －

為替差損 4,758 2,163

支払保証料 4,307 16,615

その他 4,861 3,662

営業外費用合計 14,432 22,441

経常利益 66,365 154,308

特別利益

固定資産売却益 297 8,369

貸倒引当金戻入額 667 －

特別利益合計 964 8,369

特別損失

固定資産除却損 719 1,230

会員権評価損 3,050 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 431,987 －

特別損失合計 435,756 1,230

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△368,427 161,447

法人税、住民税及び事業税 52,191 140,121

法人税等調整額 84,908 △40,454

法人税等合計 137,100 99,667

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△505,527 61,780

少数株主利益又は少数株主損失（△） △998 874

四半期純利益又は四半期純損失（△） △504,528 60,905
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△505,527 61,780

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △397 124

為替換算調整勘定 22,580 20,022

その他の包括利益合計 22,182 20,147

四半期包括利益 △483,344 81,927

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △484,141 80,005

少数株主に係る四半期包括利益 796 1,921
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△368,427 161,447

減価償却費 174,084 176,896

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 431,987 －

のれん償却額 11,122 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △295 △202

賞与引当金の増減額（△は減少） 252,136 291,755

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △75,000 △75,000

商品保証引当金の増減額（△は減少） 12,210 4,536

ポイント引当金の増減額（△は減少） 13,595 18,108

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68,177 76,492

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △113,878 10,605

受取利息 △9,105 △28,244

支払利息 505 －

固定資産除却損 719 1,230

固定資産売却損益（△は益） △297 △8,369

匿名組合投資損益（△は益） △7,891 －

投資有価証券評価損益（△は益） △24,585 △14,081

会員権評価損 3,050 －

売上債権の増減額（△は増加） △85,528 △164,434

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,891 △123,776

仕入債務の増減額（△は減少） △139,914 35,456

前受金の増減額（△は減少） △80,127 480,951

その他 △100,661 △261,383

小計 16,768 581,988

利息の受取額 3,359 7,963

利息の支払額 △1,093 －

法人税等の支払額 △1,160,693 △1,129,112

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,141,659 △539,159

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △116,529 △198,865

有形固定資産の売却による収入 1,817 9,915

無形固定資産の取得による支出 △30,104 △25,675

長期貸付金の回収による収入 901 738

敷金及び保証金の差入による支出 △19,378 △22,398

敷金及び保証金の回収による収入 19,219 28,011

その他 △267 1,834

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,342 △206,438
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △204,000 －

リース債務の返済による支出 △7,324 △8,193

株式の発行による収入 270 180

自己株式の取得による支出 △206,392 －

配当金の支払額 △363,223 △360,714

財務活動によるキャッシュ・フロー △780,671 △368,728

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,785 2,934

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,069,457 △1,111,392

現金及び現金同等物の期首残高 13,570,750 11,585,840

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 11,501,292

※1
 10,474,448
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年６月30日現在）　

現金及び預金勘定 9,485,964千円

有価証券勘定 2,015,327　

現金及び現金同等物 11,501,292　

 

現金及び預金勘定 8,457,805千円

有価証券勘定 2,016,642　

現金及び現金同等物 10,474,448　

 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 412,814 25平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 406,139 25平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額

 （注）３
 

男性向け
事業　

女性向け
事業　

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,240,9722,360,8136,601,786138,1456,739,931－ 6,739,931
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 315,258315,258△315,258 －

計 4,240,9722,360,8136,601,786453,4037,055,190△315,2586,739,931

セグメント利益 2,773,3351,803,9464,577,281194,2824,771,563△1,6004,769,962

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既製品女性向け事業、既製

品男性向け事業及び製造子会社等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,600千円は、セグメント間取引に係るたな卸資産調整額等の消去であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額

 （注）３
 

男性向け
事業　

女性向け
事業　

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,115,8272,244,4196,360,247243,4996,603,746－ 6,603,746
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 375,595375,595△375,595 －

計 4,115,8272,244,4196,360,247619,0946,979,341△375,5956,603,746

セグメント利益 2,606,5521,645,3454,251,898285,9544,537,8524,6744,542,527

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、既製品女性向け事業、既製

品男性向け事業及び製造子会社等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額4,674千円は、セグメント間取引に係るたな卸資産調整額等の消去でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額
△30円64銭 3円75銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△504,528 60,905

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△504,528 60,905

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,468 16,245

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 3円74銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 37

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─ ─

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。　　

　

　

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

  当社は平成23年８月10日の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法156条の規

定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について以下のとおり決議いたしました。

　１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため

　２．取得の方法

平成23年８月10日の終値で、平成23年８月11日午前８時45分の大阪証券取引所のＪ－ＮＥＴ市場での自己株式取得取

引に関する委託を行います。

　３．取得の方法

(１)　取得する株式の種類　　：普通株式

(２)　取得する株式の総数　　：500,000株（上限）

　　　（自己株式を除く発行済株式総数に対する割合　3.1％）

(３)　株式取得の総額　　　　：479,500,000円（上限）

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

株式会社アートネイチャー

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仙 波 春 雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 布施木 孝 叔　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アートネイ
チャーの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から
平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結
財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・
フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務
諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アートネイチャー及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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